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学童の現状 日本の相対的貧困率
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学童の現状 相対的貧困が子供に与える影響

我々は教育面に注目することに

子供に対して直接政
策として働きかける

ことができる

子供の教育にお金をかける
ことができない

学校外教育の不足

親の経済的不足親の時間的不足

子供と接する時間の減少

愛情面での不足

子供との時間を作る
ためには親への政策

が必要
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学童の現状 親の年収と高卒後の子供の進路

43.9
49.4

54.8

21.4
15.7

10.1

0

10

20

30

40

50

60

70

4 0 0万円以下 6 0 0万円以下 8 0 0万円以下 1 0 0 0万円以下 1 0 0 0万超

親の年収

高卒時点での大学進学率・就職率

大学進学率 就職率

％

31.4

30.1 5.6

62.4

親の年収は子供の進学率に影響を及ぼす



1
貧困の連鎖

必要な
教育支援

提案の着想

提案の詳細

検証

学童の現状 子供の進路と生涯賃金の関係
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学童の現状 親の年収と子供の学力
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学童の現状 親の年収と学校外教育費
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貧困による学力格差の
背景には

学校外教育費の差が
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子供の学力
と進路に
影響

子供が将来
貧困に

親の貧困

子供の学校
外教育機会
の損失

貧困の連鎖
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学童の現状 貧困の連鎖

子供の学力
と進路に
影響

子供が将来
貧困に

親の貧困

子供の学校
外教育機会
の損失

貧困の連鎖

貧困の連鎖を断ち切るために…
が必要学校外の教育支援
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学童の現状 子供の貧困の社会的損失
日本財団「子供の貧困の社会的損失推計レポートより」
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学童の現状 現状の託児、学校外教育の選択肢

学童塾

塾代の負担が大きい
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学童の現状 現状の託児、学校外教育の選択肢

学童

学童しかない！！

塾
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学童の現状 学童の現状
保育園に通っていた全員が
学童に入れない問題

4年次以降はさらに優先度が
低い問題

約半分

保育園 学童
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学童の現状 学童の問題
「人」

「場所」

「金」ⅰ指導員不足

ⅱ管理者不足

年収150万以下の非正規雇用が多
く、なり手が少ない

責任が重く、なり手が少ないた
め、親が運営に参加しなければ
ならない状況

利用料を多く取ることができ
ず、国からの補助金も少ない

学校内学童施設は約9割が開
設済みである
そのため新設が困難である
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学童の現状 貧困家庭の小学生への学校外教育
を充実させるために

「人」「金」
「場所」問題

の解決

貧困家庭への
料金優遇措置

新学童
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学童の現状 新学童への突破口

大学生で解決

SB法人の
協力で解決

大学で解決

学童の問題

金

人

場所

指導員不足

管理者不足

料金優遇
で深刻化
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学童の現状 場所の確保

コスト
を抑え

大人数に
継続的に教
育を提供

大学の
キャンパス
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学童の現状 人件費を抑えた人材登用のために

講義内の実習として指導員をしても

らうことで、人件費が発生しない

大学生に参加してもらう！
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しかし障壁が存在する

大学が学童プロジェクトを企画する！

以上より
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学童の現状

ソーシャルビジネスに興味のある個人
団体ならば参加してくれるだろう

プロジェクトを管理
運営する人材がいない

外部から集めて協力
を仰ごう

協力者の必要性
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学童の現状 ソーシャルビジネスの現状
日本政策金融公庫によるアンケート調査

会社 6.1

NPO 75.1

SBに取り組んでいる企業(％）

具体的記載のあった取り組み内容のうち
10％が子育て支援に関するものだった

日本政策金融公庫(編)
2015『日本のソーシャルビジネス』より
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学童の現状 託児、教育関連のSB事例

SB事例紹介

形態 名称 内容 詳細

NPO フローレンス 病児保育 普通の保育園とは違い、病児の保育も請け負う

CF フローレンス 子供宅食 貧困家庭に食品を届ける

NPO Teach For Japan 教師の派遣
教育課題を抱える小学校に学生や社会人経験の
ある教師を派遣し、業務改善を行う

CF フードバンク狛江 子供宅食 給食がない時期の食糧支援を行う

CF アポート
お金の教科書

作成
公認会計士がプロジェクトを企画し、親子で
お金について学んでもらう
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学童の現状 私たちの提案

大学とSB法人による
学童保育プロジェクト運営
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学童の現状 提案の狙い

貧困世帯の小学生に良質な
学校外教育を提供し、

貧困の連鎖を断ち切ることを目指す
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学童の現状

大学施設と
大学生の活用

運営体制

料金設定

利用者

大学

SB法人

プロジェクト立案

公募により参加

共同運営

多彩でユニーク
な教育サービス

学童プロジェクト

提案の概要
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学童の現状 料金設定
所得に応じて利用料金を割引

低所得者も低負担で利用できる
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学童の現状 大学施設と大学生の活用
狙い…人件費、設備費の節約

提供側にとってのメリット

大学
1．空き教室の有効活用

2．地域貢献

3．近隣住民に大学のPR

学生

1．実践的な学びが
受けられる

2．単位が修得できる
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学童の現状 SB法人の公募方法

１
公募における選定要件

・学童構想の内容と資金面

２
想定参加者

・SBを実践している法人
（企業、NPO）

※クラウドファンディングも可

・個人 ex)Youtuberなど
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学童の現状 大学とSB法人の相互関係

SB法人大学

安価で多彩でユニーク
な教育サービスが提供

可能に

学生、施設の
提供

学生の指導

管理者の提供

資金提供
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学童の現状 提供するサービス内容

託児コース 大学コース

基礎学力コース

子供たちが羽を
伸ばして遊べる
憩いの場

大学生の指導のも
と無理なく学力の
底上げを

大学の特色を反
映させた独自の
カリキュラム

SB法人の特別授業
による唯一無二の
経験

SB法人特
別コース
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実際に東京経済大学で行うとしたら
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学童の現状 東京経済大学の基本情報

学生数：6,689人

場所 ：東京都 国分寺市

特徴 ：４つの実学の学部からなる

【経済学部／経営学部／コミュニケーション学部／現代法学部】

・金融とマーケティングの講義が充実

・4/5限の空き教室割合12%~100%

・教室が綺麗
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学童の現状 受入れ小学校のマップ

マイクロバスを
2台リースする
ことでバスでの
送迎も可能

大学の1.5km圏内
には７つの小学
校がある
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学童の現状 利用者予想人数

各小学校の児童数×小学校数×利用率

400×7 ×10%=280

学年区分：4～6年生が中心
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学童の現状 大学コースの内容
大学コース

∟金融教育とマーケティング教育を提供

例）◯金融教育

キャッシュレス決済の仕組みについて学ぶ

仮想通貨について学ぶ

◯マーケティング教育

お店の経営体験

商品開発体験
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学童の現状 学生指導員の育成講座

通年科目『教育による貧困問題解決に向けた実践講座』

半期の座学・講習後、半期の学童指導員実習

基礎コースと大学コースを担当

座学

2020/9 2021/4 2021/9 2022/4

実習

座学 実習

貧困の現状について学習
児童との接し方講座
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学童の現状 学生以外に必要なスタッフについて

①学生を統括する管理人材

→SB法人から選出し大学に駐在する

※学童支援員の資格を持つ人

②アルバイトの指導員

→平日と休暇期間の託児サービスを担当
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学童の現状 1日の時間割

基礎学習コース

14:30～16:00 

各自の宿題

16:00～17:30

基礎学習

17:30～19:00

自由時間

大学コース

14:30～16:00 

各自の宿題

16:00～17:30

大学特別授業

17:30～19:00

自由時間
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学童の現状 必要指導員学生の数

１週間に90人の指導員
＝各期の講座受け入れ人数

1コースの
1日のコマ数

1コマ当たりの
指導員

担当コース数

×５日

14：30～19：00
1コマ90分

1コース約90人
の利用者

基礎コース
大学コース

3コマ 3人 2コース
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学童の現状 アルバイトの人件費に関して

年間で合計¥11,255,400がかかる
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学童の現状 試算結果

収支 項目 内訳 金額

収入
授業料 次スライド参照 ¥51,420,000

小計 ¥51,420,000

支出

施設利用費 大学の教室利用費 ¥0

光熱費・機材費 水道・光熱費＋パソコン利用料 ¥1,463,090

教材・おやつ費用 教材費＋毎日のおやつ代金 ¥9,772,000

人件費 管理者報酬＋アルバイトの人件費 ¥32,615,400

マイクロバス費用
バス2台 5年契約でリース＆保険
費用

¥2,640,000

小計 ¥46,490,490

損益
営業利益 ¥4,649,490

当期純利益 ¥3,835,653
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学童の現状 試算の詳細
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学童の現状

1年間に直すと… 4,285,000×12= 51,420,000

所得 割合 人数 料金（円） 収入

100万以下の世帯 5.60% 16 5,000 80,000

200万以下の世帯 12.30% 34 5,000 170,000

300万以下の世帯 13.30% 37 10,000 370,000

400万以下の世帯 13.80% 39 15,000 585,000

400万以上の世帯 55.00% 154 20,000 3,080,000

合計 100.00% 280 4,285,000

収入の予想
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貧困の連鎖

必要な
教育支援

提案の着想

提案の詳細

検証

学童の現状 検証の結果

実現性が高い

・複数の小学校が近くにある
・学生にとっても魅力的な講義となる
・小学生にはユニークな教育となる
・人件費と施設費用の削減効果が絶大

→利益を出すことも可能
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貧困の連鎖

必要な
教育支援

提案の着想

提案の詳細

検証

学童の現状 まとめ

・大学・大学生・SB法人・学童利用者全てに

メリットがある提案

・採算面での実現性も高い

『大学の大学生による小学生のための学童保育』が
貧困の連鎖を断ち切る！


